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全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

国
松
誠
・
藤
沢
市
議
会
議
長
）
は

１１
月
９
日
、
東
京
・
日
本
都
市
セ

ン
タ
ー
会
館
で
第
８１
回
評
議
員
会

を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
国
松
会
長
は
開
会
の
あ

い
さ
つ
の
中
で
、
新
政
権
発
足
後

約
１
カ
月
と
い
う
短
期
間
で
「
地

方
分
権
改
革
推
進
法
案
」
が
国
会

提
出
に
至
っ
た
こ
と
を
評
価
。
そ

の
上
で
、
法
案
成
立
が
第
二
期
地

方
分
権
改
革
の
出
発
点
と
な
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
同
法
案
の
早
期
成

立
を
強
く
求
め
た
。

会
議
で
は
、
会
長
が
提
出
し
た

「
地
方
分
権
改
革
推
進
法
案
の
早

期
成
立
に
関
す
る
決
議
」
と
「
地

方
交
付
税
の
所
要
額
確
保
等
を
求

め
る
決
議
」
を
原
案
の
と
お
り
採

択
し
た
。

ま
た
、
全
国
の
９
部

会
か
ら
提
出
さ
れ
た

「
地
方
交
付
税
算
定
方

法
の
見
直
し
」や「
少

子
高
齢
化
対
策
の
充
実

強
化
」
な
ど
１８
件
の
議

案
に
つ
い
て
、
各
部
会

代
表
市
の
議
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
提
案
理
由
の
説

明
が
あ
っ
た
の
ち
、
原

案
の
と
お
り
決
定
し

た
。決

議
や
議
案
は
そ
れ

ぞ
れ
の
内
容
に
応
じ
、

所
管
す
る
地
方
行
政
、

地
方
財
政
、社
会
文

教
、産
業
経
済
、
建
設

運
輸
の
各
委
員
会
に
付

託
し
、
要
望
実
現
に

向
け
運
動
す
る
こ
と

と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
１７
年

度
一
般
会
計
決
算
の

認
定
を
得
る
と
と
も
に
、
１９
年
度

予
算
の
見
通
し
で
は
、
各
市
負
担

金
の
負
担
割
合
の
引
き
下
げ
に
つ

い
て
説
明
し
、
了
承
を
得
た
。

な
お
当
日
は
、
本
会
の
各
委
員

会
の
委
員
長
ら
に
よ
り
、
本
年
度

要
望
活
動
の
経
過
と
概
要
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。

決
議
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

【
地
方
分
権
改
革
推
進
法
案
の

早
期
成
立
に
関
す
る
決
議
】

平
成
５
年
６
月
の
衆
・
参
両
院

で
の
「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す

る
決
議
」
以
来
、
国
か
ら
地
方
へ

の
権
限
移
譲
や
税
源
移
譲
が
実
施

さ
れ
て
き
た
が
、
分
権
型
社
会
の

実
現
に
は
未
だ
遠
く
、
分
権
改
革

は
未
完
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
地
方
六
団
体
は
、

「
新
地
方
分
権
推
進
法
」
を
制
定

し
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
見
直

し
、
国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
と
税

財
源
の
さ
ら
な
る
移
譲
、
国
と
地

方
の
二
重
行
政
の
解
消
に
よ
る
行

政
の
簡
素
化
な
ど
を
一
体
的
に
進

め
る
こ
と
等
を
求
め
て
き
た
。

今
般
、
政
府
が
国
会
に
提
出
し

た
「
地
方
分
権
改
革
推
進
法
案
」

を
、
地
方
が
求
め
る
真
の
地
方
分

権
の
確
立
の
た
め
、
早
期
に
成
立

さ
せ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

【
地
方
交
付
税
の
所
要
総
額
の

確
保
等
を
求
め
る
決
議
】

地
方
交
付
税
は
、
地
域
社
会
の

存
立
基
盤
を
維
持
し
、
国
が
定
め

た
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
、
国
民
が
全
国
ど
こ
で
も
享
受

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
地
方

自
治
体
の
共
有
財
源
で
あ
り
、
地

方
自
治
体
に
と
っ
て
、
地
方
税
と

並
び
重
要
な
一
般
財
源
で
あ
る
。

平
成
１８
年
度
ま
で
の
三
位
一
体

の
改
革
で
は
、
３
兆
円
の
税
源
移

譲
と
４
兆
円
の
国
庫
補
助
負
担
金

の
改
革
が
実
現
し
た
も
の
の
、
地

方
の
自
由
度
・
裁
量
性
が
高
ま
ら

ず
、さ
ら
に
は
地
方
交
付
税
等
が

５
・
１
兆
円
削
減
さ
れ
る
な
ど
、

自
主
財
源
に
乏
し
い
地
方
自
治
体

に
は
厳
し
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

政
府
は
去
る
７
月
、
「
経
済
財

政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基

本
方
針
２
０
０
６
」
を
閣
議
決
定

し
た
が
、
今
後
の
地
方
交
付
税
制

度
改
革
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
交

付
税
が
持
つ
財
源
保
障
機
能
と
財

政
調
整
機
能
を
踏
ま
え
る
と
と
も

に
、
こ
の
基
本
方
針
に
沿
い
、
地

方
交
付
税
の
現
行
法
定
率
を
堅
持

し
、
地
方
自
治
体
の
安
定
的
な
財

政
運
営
に
必
要
と
な
る
地
方
税
、

地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額

を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
１９
年
度
か
ら
導
入
さ
れ

る
新
型
交
付
税
の
算
定
に
当
た
っ

て
は
、
地
方
自
治
体
の
人
口
構
成

や
地
理
的
条
件
、
社
会
経
済
条
件

等
の
違
い
を
考
慮
し
、
地
方
自
治

体
と
協
議
の
上
、
現
実
の
地
方
財

政
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
、
十
分
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

可可
決決
ささ
れれ
たた
部部
会会
提提
出出
議議
案案

【
北
海
道
部
会
】
▽
北
方
領
土
問

題
の
早
期
解
決
と
隣
接
地
域
の
復

興
対
策
▽
北
海
道
新
幹
線
の
建
設

促
進
【
東
北
部
会
】
▽
地
方
財
政

の
実
情
を
踏
ま
え
た
三
位
一
体
の

改
革
の
実
現
▽
地
震
・
津
波
対
策

【
北
信
越
部
会
】
▽
北
陸
新
幹
線

の
建
設
促
進
▽
日
本
海
沿
岸
東
北

自
動
車
道
の
整
備
促
進
【
関
東
部

会
】
▽
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正

▽
リ
ニ
ア
中
央
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

早
期
実
現
と
山
梨
リ
ニ
ア
実
験
線

全
線
の
早
期
建
設
【
東
海
部
会
】

▽
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
伴

う
財
政
措
置
▽
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
受
信
対
策
【
近
畿
部
会
】
▽
自

治
体
病
院
の
医
師
確
保
対
策
▽
少

子
高
齢
化
対
策
の
充
実
強
化
【
中

国
部
会
】
▽
少
子
化
対
策
▽
山
陰

自
動
車
道
の
整
備
促
進
等
【
四
国

部
会
】
▽
地
方
交
付
税
算
定
方
法

の
見
直
し
▽
四
国
の
土
砂
災
害
防

止
対
策
事
業
の
強
力
な
推
進
【
九

州
部
会
】
▽
都
市
財
政
の
充
実
強

化
▽
九
州
に
お
け
る
高
速
交
通
網

の
整
備
充
実

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）
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―
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評議員会で開会あいさつする国松会長

大竹 邦実
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六団体

産
業
経
済
委
員
会
（
委
員
長
�

山
田
礼
二
・
荒
尾
市
議
会
議
長
）

は
１１
月
１０
日
、
東
京
・
全
国
都
市

会
館
で
委
員
会
を
開
き
、
１９
年
度

予
算
編
成
に
向
け
た
産
業
経
済
対

策
の
要
望
を
決
定
し
た
。
主
な
要

望
事
項
は
次
の
と
お
り
。

１
、
農
林
水
産
業
振
興
対
策
�
農

業
の
持
続
的
発
展
に
関
す
る
施
策

の
拡
充
、
新
森
林
・
林
業
基
本
計

画
に
基
づ
く
施
策
の
推
進
な
ど

２
、
食
の
安
全
及
び
消
費
者
の
信

頼
確
保
対
策
�
リ
ス
ク
評
価
・
管

理
の
着
実
な
推
進
、
食
品
表
示
の

適
正
化
な
ど

３
、
若
年
者
雇
用
対
策
�
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
事
業

の
充
実
拡
大
、
若
年
者
の
就
業
機

会
の
創
出
な
ど

４
、
中
小
企
業
対
策
�
中
小
企
業

支
援
策
の
促
進
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
促
進
な
ど

５
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
�
太

陽
光
発
電
や
風
力
発
電
等
の
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進
な
ど

６
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
�
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
前
払
い
制
導
入
な
ど

７
、
治
山
事
業
の
実
施
�
中
山
間

地
災
害
対
策
の
早
急
な
確
立
な
ど

ま
た
会
議
終
了
後
、
正
副
委
員

長
は
要
望
実
現
に
向
け
、
松
岡
利

勝
・
農
林
水
産
大
臣
に
面
談
す
る

な
ど
実
行
運
動
を
実
施
し
た
。

な
お
当
日
は
、
内
閣
官
房
の
小

川
登
美
夫
・
地
域
再
生
推
進
室
副

室
長
兼
構
造
改
革
特
区
推
進
室
副

室
長
、
農
林
水
産
省
経
営
局
の
柄

澤
彰
・
経
営
政
策
課
長
が
、
そ
れ

ぞ
れ
講
演
し
た
。

公公
営営
企企
業業
金金
融融
公公
庫庫

廃廃
止止
後後
にに
向向
けけ
要要
請請

本
会
の
国
松
誠
会
長
（
藤
沢
市

議
会
議
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
六
団
体
の
代
表
は
１１
月
１７
日
、

公
営
企
業
金
融
公
庫
廃
止
後
の
新

た
な
仕
組
み
の
実
現
に
向
け
要
請

運
動
を
行
っ
た
。

こ
の
要
請
は
、
１０
月
３１
日
に
六

団
体
が
取
り
ま
と
め
た
同
公
庫
廃

止
後
に
お
け
る
制
度
設
計
骨
子
案

に
基
づ
き
、
「
地
方
自
治
体
金
融

機
構（
仮
称
）」
の
設
置
な
ど
を
求

め
る
も
の
。

地
方
が
共
同
し
て
新
た
に
同
機

構
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
地
方
自

治
体
が
必
要
と
す
る
長
期
・
低
利

の
資
金
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
新
た

な
仕
組
み
の
構
築
を
目
指
す
。

な
お
当
日
は
、
園
田
博
之
・
自

由
民
主
党
政
策
金
融
機
関
改
革
に

関
す
る
合
同
部
会
座
長
や
、
片
山

虎
之
助
・
参
議
院
自
由
民
主
党
幹

事
長
ら
に
面
談
し
、
骨
子
案
に
対

す
る
理
解
を
求
め
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
石
川
和
夫
・
福
生
市

議
会
議
長
）
は
１１
月
１６
日
、
東
京

・
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
で
理
事
会

を
開
催
し
た
の
ち
、
基
地
関
係
国

会
議
員
と
の
要
望
懇

談
会
を
開
い
た
。

基
地
関
係
予
算
で

は
こ
れ
ま
で
、
基
地
・
調
整
両
交

付
金
が
３
年
ご
と
に
増
額
さ
れ
て

き
た
。
来
年
度
が
そ
の
増
額
の
年

度
に
当
た
る
が
、
政
府
の
歳
出
・

歳
入
一
体
改
革
に
よ
り
、
増
額
確

保
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
、
同
協
議
会
で
は
要
望

懇
談
会
で
、
木
村
太
郎
・
衆
議
院

安
全
保
障
委
員
長
や
山
内
俊
夫
・

参
議
院
総
務
委
員
長
ら
基
地
関
係

国
会
議
員
を
招
き
、
固
定
資
産
税

の
代
替
的
性
格
を
有
す
る
両
交
付

金
等
の
増
額
確
保
を
訴
え
た
。

ま
た
懇
談
会
終
了
後
、
実
行
運

動
を
実
施
。
大
野
松
茂
・
総
務
副

大
臣
や
椎
名
一
保
・
財
務
大
臣
政

務
官
、
片
山
虎
之
助
・
参
議
院
自

由
民
主
党
幹
事
長
、
斉
藤
鉄
夫
・

公
明
党
政
務
調
査
会
長
ら
に
面
談

の
う
え
要
望
し
た
。

な
お
理
事
会
で
は
、
総
務
省
自

治
税
務
局
固
定
資
産
税
課
の
伊
藤

誠
・
理
事
官
、
防
衛
施
設
庁
施
設

部
の
辰
己
昌
良
・
施
設
企
画
課
長

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
概
算
要
求
の
状

況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

明明
年年
度度
予予
算算
編編
成成
にに
向向
けけ
要要
望望

産
業
経
済
委
員
会
を
開
催

基地協

基基
地地
・・
調調
整整
交交
付付
金金
増増
額額
をを

椎名財務大臣政務官（中央）に
要望する基地協の実行運動班

松岡農水大臣（左から２人目）に要望

園田合同部会座長（正面）に面談する
六団体代表。右端は国松会長

第１６３５号 平成１８年１１月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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議

会

人

事

議
会
所
在
地
変
更

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
轟
正
満
・
長

野
市
議
会
議
長
）
な
ど
関
係
９
団

体
は
１１
月
９
日
、
「
自
治
体
病
院

危
機
突
破
全
国
大
会
」
を
東
京
・

ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
開
き
、
決
議
を

採
択
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
▽「
救
急
医
療
」

「
へ
き
地
医
療
」等
の
不
採
算
医
療

▽
高
度
・
特
殊
・
先
駆
的
医
療
等
の

民
間
医
療
機
関
で
は
対
応
困
難
な

医
療
―
―
な
ど
に
対
し
、
地
域
で

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治

体
病
院
の
、
深
刻
な
経
営
状
況
を

打
開
す
る
た
め
開
催
さ
れ
た
も
の
。

今
後
の
自
治
体
病
院
経
営
は
、

地
域
に
お
け
る
医
師
不
足
・
偏
在

の
問
題
や
、
診
療
報
酬
改
定
率

の
大
幅
な
引
き
下
げ
等
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
困
難
な

状
況
に
陥
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。そ

こ
で
決
議
で
は
、
医
師
や

看
護
師
の
確
保
対
策
、
社
会
保

険
診
療
報
酬
の
改
定
な
ど
を
掲

げ
、
自
治
体
病
院
の
窮
状
脱
却

に
向
け
た
支
援
の
充
実
を
訴
え

た
。な

お
大
会
終
了
後
、
自
治
体

病
院
関
係
者
は
決
議
内
容
の
実
現

を
図
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
や
総

務
省
な
ど
各
関
係
方
面
に
対
し
、

要
望
運
動
を
実
施
し
た
。

各
市
議
会
は
、
正
副
議
長
を
議

員
の
中
か
ら
選
挙
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

正
副
議
長
の
選
挙
は
、
議
会
構

成
の
中
で
重
要
な
も
の
の
一
つ
で

あ
り
、
全
て
の
案
件
に
優
先
し
て

行
う
こ
と
が
原
則
で
す
。
つ
ま

り
、
一
般
選
挙
後
の
初
議
会
の
場

合
、
議
案
の
審
議
な
ど
よ
り
先
に

正
副
議
長
の
選
挙
を
実
施
し
、
会

議
中
に
議
長
の
辞
職
が
許
可
さ
れ

た
と
き
な
ど
、
議
長
選
挙
の
必
要

性
が
生
じ
た
場
合
、
原
則
と
し
て

速
や
か
に
議
長
選
挙
を
行
う
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

一
般
選
挙
後
の
初
議
会
で
議
長

選
挙
を
行
う
と
き
の
運
営
は
、
臨

時
議
長
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
議
長
が
就

任
し
た
場
合
、
続
い
て
行
わ
れ
る

副
議
長
の
選
挙
の
運
営
は
新
議
長

が
行
い
ま
す
。
も
し
欠
席
議
員
が

議
長
に
就
任
し
た
場
合
は
、
臨
時

議
長
が
引
き
続
き
副
議
長
選
挙
の

運
営
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
議
長
選
挙
に
当
選
し
た

議
員
は
こ
れ
を
承
諾
し
な
け
れ

ば
、
当
選
は
確
定
し
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

承
諾
を
拒
否
し
た
場
合
は
再
選
挙

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
承
諾
の
方
法
と
し
て
は
、
就

任
挨
拶
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

正
副
議
長
の
選
挙
は
、
議
案
の

審
議
に
お
け
る
投
票
表
決
と
違
う

た
め
、
一
般
選
挙
後
の
初
議
会
で

実
施
さ
れ
る
議
長
選
挙
の
運
営
を

行
っ
て
い
る
臨
時
議
長
や
副
議
長

選
挙
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
議
長

な
ど
選
挙
の
運
営
を
行
っ
て
い
る

も
の
も
投
票
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。ま

た
、
正
副
議
長
の
選
挙
は
公

職
選
挙
法
の
一
部
が
準
用
さ
れ
ま

す
。
準
用
さ
れ
る
規
定
に
は
法
定

得
票
に
関
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
有
効
投

票
の
う
ち
、
最
多
数
を
得
た
者
が

当
選
者
と
な
り
ま
す
が
、
有
効
投

票
の
４
分
の
１
以
上
の
得
票
を
得

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

正
副
議
長
の
選
挙
は
、
議
員
の

投
票
に
よ
る
選
挙
の
ほ
か
に
指
名

推
選
で
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
の
場
合
、
�
指
名
推
選
で
行
う

こ
と
に
異
議
が
な
い
か
�
指
名
の

方
法
（
誰
が
指
名
す
る
か
）
に
異

議
が
な
い
か
�
指
名
者
が
指
名
し

た
者
を
当
選
人
と
す
る
こ
と
に
異

議
が
な
い
か
―
―
こ
れ
ら
３
つ
全

て
に
対
し
て
異
議
が
無
い
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
指
名
推
選
で

あ
っ
て
も
、
当
選
者
の
承
諾
は
必

要
で
す
。

（
全
国
市
議
会
議
長
会

法
制
担

当
・
本
橋
謙
治
）
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破破
全全
国国
大大
会会
開開
くく

自
治
体
病
院
協
な
ど

正正
副副
議議
長長
のの
選選
挙挙

主催者として列席する轟会長（左）
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ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
は
、
救
急
専

用
医
療
機
器
を
装
備
し
、
専
門
医

及
び
看
護
師
が
同
乗
し
て
、
医
療

機
関
に
患
者
を
搬
送
す
る
間
に
救

命
医
療
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
あ
る
。

医
師
に
よ
る
速
や
か
な
治
療
と

医
療
機
関
へ
の
迅
速
な
輸
送
が
可

能
と
な
り
、
重
症
救
急
患
者
の
救

命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
等

に
大
き
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
は
平
成
１３
年
度
か

ら
「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
促
進
事

業
」を
開
始
し
、運
航
に
関
す
る
費

用
を
国
と
都
道
府
県
で
負
担
し
て

い
る
。
し
か
し
、
運
航
費
用
が
年

間
１
億
円
以
上
と
高
額
で
あ
り
、

都
道
府
県
や
病
院
に
と
っ
て
は
過

重
な
財
政
負
担
が
強
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
在
で
も
９
道
府

県
で
計
１０
機
に
留
ま
る
な
ど
、
導

入
が
遅
れ
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

そ
こ
で
意
見
書
で
は
、
全
国
配

備
推
進
の
た
め
▽
国
と
都
道
府
県

の
責
務
の
明
記
▽
国
に
よ
る
整
備

に
必
要
な
経
費
の
補
助
▽
運
航
費

の
支
給
な
ど
財
政
安
定
化
―
―
な

ど
の
財
政
基
盤
の
確
立
を
含
め
た

体
制
整
備
を
図
る
新
法
の
制
定
を

求
め
て
い
る
。

全
国
配
備
の
た
め
の
法
案
に
つ

い
て
は
、
本
年
７
月
か
ら
与
党
内

で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

本
会
が
共
同
編
集

月月
刊刊「「
地地
方方
議議
会会
人人
」」

こ
の
た
び
、
全
国
市
議
会
議
長

会
で
は
、
市
町
村
議
会
議
員
の
た

め
の
情
報
誌
・
研
修
誌

月
刊

「
地
方
議
会
人
」
の
共
同
編
集
に

参
画
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
会
で
は
、
平
成
１６
年
５
月
号

か
ら
同
誌
を
協
賛
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
１９
年
１
月
号
か
ら
は
、

全
国
町
村
議
長
会
と
の
共
同
編
集

体
制
の
下
、
発
行
と
な
り
ま
す
。

全
国
の
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ま

の
日
常
の
議
会
活
動
に
お
役
立
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
存
じ
ま
す
の

で
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

【
特
徴
】

�
Ｂ
５
判
か
ら
Ａ
４
判
に

�
話
題
の
事
柄
を
特
集

�
読
者
の
要
望
に
沿
う
内
容

Ａ
４
判
・
６８
頁

定
価
６
１
０
円
（
送
料
・
税
込
）

年
間
購
読
料
７
３
２
０
円

【
申
込
先
】

発
行
元

中
央
文
化
社

TEL
０
３（
３
２
６
４
）２
５
２
０

FAX
０
３（
３
２
６
４
）２
８
６
７

http

�//w
w
w
2.odn

.ne.
jp/chuoubunkasha/

議会 「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
全
国
配
備
」が
急
増

９９
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況

（上）

全
国
市
議
会
議
長
会
は
、
こ
の
ほ
ど
、
各
市
議
会
か
ら
任
意
に
送
ら
れ
た
意
見
書
・
決
議
の
写
し
を
も

と
に
、
９
月
定
例
会
を
中
心
に
決
議
し
た
意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、（
上
）

で
は
、
救
急
救
命
に
大
き
な
効
果
を
上
げ
る
た
め
「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
全
国
配
備
へ
の
新
法
制
定
」
を
求

め
る
も
の
が
今
回
急
増
、
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

意見書・決議の議決状況（上） （１８．８．１～１８．１０．３１）

決 議
【税・財政】 【 ４６】 【 ３】
○地方自治体財政の充実・強化 ２０ ―
○地方分権改革の推進 １２ ―
○地方交付税制度の堅持 ７ ―
○庶民への増税反対 ３ １
○その他 ４ ２
【地方行政・議会・選挙】 【 １３】 【 ２】
○岐阜県の不正資金問題の徹底解明 ６ ―
○インターネットを利用した選挙運動解禁 ３ ―
○定住外国人の地方参政権付与 １ ―
○その他 ３ ２
【医療・保健衛生】 【 １７０】 【 １】
○ドクターヘリの全国配備への新法制定 ６７ ―
○医師・看護職員確保対策の充実 ２５ ―
○乳幼児医療費無料制度の創設など １６ ―
○療養病床の廃止・削減の中止等 １４ ―
○脳脊髄液減少症の研究・治療等の推進 １２ ―
○肝炎問題の早期解決 １２ ―
○リハビリテーションの診療報酬制度に関 ７ ―
する調査と改善
○難病対策の確立 ５ ―
○進行性化骨筋炎の難病指定 ２ ―
○その他 １０ １
【教育・文化】 【 １６６】 【 ２】
○義務教育費国庫負担制度の堅持など ４１ ―
○少人数学級の早期実現 ３７ ―
○私学助成制度の充実 ３４ ―
○教育基本法改正の慎重審議等 １４ ―
○総合的な学校の安全対策 ９ ―
○地域の高等学校の存続 ５ ―
○国の平成１９年度教育予算の拡充 ４ ―
○養護学校の増設 ３ ―
○青少年健全育成基本法の制定 ２ ―
○その他 １７ ２
【農林・水産】 【 ４０】 【 ０】
○ＷＴＯ農業交渉での上限関税の導入反対 １８ ―
など日本提案の実現
○「品目横断的経営安定対策」の対象要件 １１ ―
の小規模、家族農業経営者への適用
○米国産牛肉の拙速な輸入再開反対と万全 ４ ―
なＢＳＥ対策の実施
○その他 ７ ―
【公害・環境保全】 【 ４２】 【 ２】
○トンネルじん肺根絶の抜本的な対策 ２０ ―
○全国森林環境・水源税の創設 ４ ―
○放射性物質海洋放出の規制法制定 ４ ―
○廃棄物処理施設の建設反対 ３ ―
○石綿被害対策の充実 ２ ―
○違法森林伐採への対応強化 ２ ―
○その他 ７ ２
【合 計】 【 ４７７】 【 １０】
【総合計】 【 ９７８】 【 ８２】
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